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序
長
崎
大
学
経
済
学
部
の
前
身
は
長
崎
経
済
専
門
学
校
で
あ
り
、
そ
の
更
に
前
身
は
長
崎
高
等
商
業
学
校
で
あ
り
ま
す
の
で
、
当
学
部
は
、
名
称
乙
そ
色
k
の
変
遷
を
経
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
実
体
は
、
長
崎
高
商
以
来
一
貫
不
変
の
産
業
教
育
機
関
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
長
崎
高
商
の
創
設
せ
ら
れ
た
の
が
明
治
三
十
八
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
は
正
に
学
園
創
立
五
十
周
年
に
該
る
の
で
あ
p
去
す
。そ
の
聞
と
の
学
閣
を
巣
立
っ
た
人
A
は
実
に
一
万
に
近
〈
．
い
や
れ
も
我
が
箇
各
界
の
枢
要
な
地
位
に
立
ク
て
活
躍
し
て
居
り
ま
す
。
叉
関
係
し
党
教
官
は
延
ベ
凡
そ
二
七
O
人
に
及
び
、
各
店
我
が
学
界
援
に
教
育
園
咋
に
不
滅
の
足
跡
を
残
さ
れ
た
の
で
あ
p
ま
す
が
、
今
回
意
義
深
き
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
職
教
官
の
手
に
な
れ
る
学
問
的
業
績
を
後
世
に
残
し
、
以
て
之
を
記
念
し
た
い
と
＠
念
願
に
基
い
て
乙
の
論
文
集
を
編
纂
す
る
と
と
L
な
り
ま
し
た
・
従
来
、
創
立
後
十
年
を
画
す
る
毎
に
記
念
論
集
を
発
刊
し
、
そ
の
数
は
既
に
四
編
、
物
故
し
た
教
官
も
之
等
論
集
を
通
し
て
そ
の
功
績
が
今
倫
治
た
L
え
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
意
味
に
於
て
、
本
論
集
も
末
永
く
学
園
咋
に
輝
〈
乙
と
で
あ
ろ
う
と
確
信
致
し
ま
す
。
と
L
に
、
既
刊
の
論
集
と
次
に
刊
行
せ
ら
る
ペ
き
論
集
と
を
繋
ぐ
鎖
の
一
環
と
し
て
本
編
を
世
に
送
る
に
あ
た
p
、
之
が
、
後
世
、
学
説
や
思
潮
の
変
遷
を
研
究
す
る
貴
重
注
資
料
文
献
と
友
る
よ
う
切
願
し
て
や
ま
ね
次
第
で
る
り
ま
す
。
昭
和
三
十
年
九
月
六
日
長
崎
大
学
経
演
学
部
長
野
口
洪
基
